
JP 2007-267311 A5 2008.12.18

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成20年12月18日(2008.12.18)
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【手続補正書】
【提出日】平成20年10月31日(2008.10.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ネットワークに接続されるデータ転送装置であって、
　データを送受信するための複数のインタフェースと、
　グループの識別子に対応して、データが属するグループを特定するための情報が記憶さ
れる識別情報記憶部と、
　上記識別情報記憶部を参照し、上記インタフェースから受信したデータが属するグルー
プを特定する識別処理部と、
　グループの識別子毎に、データの宛先情報に対応する転送先情報が記憶される転送先情
報記憶部と、
　上記識別処理部によりグループが特定されたデータに対して、転送制御処理を行う転送
制御処理部と
を備え、
　上記転送制御処理部は、上記転送先情報記憶部内の特定されたグループの情報と、上記
識別情報記憶部内の該グループの情報とを用いることにより、データの転送先を決定し、
該転送先に従い、上記複数のインタフェースのいずれか又は複数を介してデータを転送す
る上記データ転送装置。
【請求項２】
　請求項１に記載のデータ転送装置であって、
　上記転送制御処理部は、上記転送先情報記憶部内の該当するグループに、受信されたデ
ータの宛先情報が記憶されていない場合に、上記識別情報記憶部内の情報を用いることに
よりデータの転送先を決定することを特徴とするデータ転送装置。
【請求項３】
　請求項２に記載のデータ転送装置であって、
　上記識別情報記憶部のグループを特定するための情報は、該グループに属するアドレス
情報と、該グループに属する上記インタフェースの識別情報とを含み、
　上記転送制御処理部は、受信されたデータの宛先情報に基づき、上記識別情報記憶部の
特定されたグループに対応するアドレス情報を参照し、対応するひとつ又は複数の上記イ
ンタフェースを転送先として決定するデータ転送装置。
【請求項４】
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　請求項３に記載のデータ転送装置であって、
　上記転送制御処理部は、受信されたデータの宛先情報が、上記転送先情報記憶部及び上
記識別情報記憶部のいずれにも記憶されていない場合、該データを廃棄することを特徴と
するデータ転送装置。
【請求項５】
　請求項１に記載のデータ転送装置であって、
　上記グループは、予め設定されたＶＬＡＮ（Ｖｉｒｔｕａｌ　Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　
Ｎｅｔｗｏｒｋ）であることを特徴とするデータ転送装置。
【請求項６】
　請求項１に記載のデータ転送装置であって、
　第１のグループはＭＡＣ　ＶＬＡＮであり、第２のグループはポートＶＬＡＮ又はタグ
ＶＬＡＮであり、
　上記識別情報記憶部は、
　第１のグループの識別子に対応して、該第１のグループに属するひとつ又は複数の上記
インタフェースの識別情報と、該第１のグループに属するＭＡＣアドレスとが記憶された
ＭＡＣ　ＶＬＡＮ情報と、
　第２のグループの識別子に対応して、該第２のグループに属するひとつ又は複数の上記
インタフェースの識別情報と、ＭＡＣ　ＶＬＡＮでないことを示す情報とが記憶されたポ
ートＶＬＡＮ情報又はタグＶＬＡＮ情報と
を含むデータ転送装置。
【請求項７】
　請求項１に記載のデータ転送装置であって、
　上記グループは、ひとつのグループにＭＡＣ　ＶＬＡＮと、ポートＶＬＡＮ又はタグＶ
ＬＡＮとを含み、
　上記識別情報記憶部は、グループの識別子に対応して、
　ＭＡＣ　ＶＬＡＮに属するひとつ又は複数の第１のインタフェースの識別情報と、該Ｍ
ＡＣ　ＶＬＡＮに属するＭＡＣアドレスとが記憶されたＭＡＣ　ＶＬＡＮ情報と、
　ポートＶＬＡＮ又はタグＶＬＡＮに属するひとつ又は複数の第２のインタフェースの識
別情報と、ＭＡＣ　ＶＬＡＮでないことを示す情報とが記憶されたポートＶＬＡＮ情報又
はタグＶＬＡＮ情報と
を含むデータ転送装置。
【請求項８】
　ネットワークに接続されたデータ転送装置であって、
　データを送受信するための複数のインタフェースと、
　グループの識別子に対応して、データが属するグループを特定するための情報が記憶さ
れ、及び、該グループの識別子に対応して、データの宛先情報に対応する転送先情報が記
憶される転送先制御情報記憶部と、
　上記転送先制御情報記憶部を参照し、上記インタフェースから受信したデータが属する
グループを特定する識別処理部と、
　上記識別処理部によりグループが特定されたデータに対して、転送制御処理を行う転送
制御処理部と
を備え、
　上記転送制御処理部は、転送先制御情報記憶部内の特定されたグループの情報を用いる
ことにより、データの転送先を決定し、該転送先に従い、上記複数のインタフェースのい
ずれか又は複数を介してデータを転送するデータ転送装置。
【請求項９】
　請求項８に記載のデータ転送装置であって、
　グループの識別子に対応して、データが属するグループを特定するための情報が記憶さ
れる識別情報記憶部と、
　グループの識別子毎に、上記データの宛先情報に対応する転送先情報が記憶される転送
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先情報記憶部と
をさらに有し、
　上記転送先制御情報記憶部内の情報は、上記識別情報記憶部内の情報と上記転送先情報
記憶部内の情報とにより作成されることを特徴とするデータ転送装置。
【請求項１０】
　請求項８に記載のデータ転送装置であって、
　上記インタフェースを介して入力及び出力されるデータに基づき、上記転送先制御情報
記憶部の宛先情報に対応する転送先情報を学習することを特徴とするデータ転送装置。
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